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金属材料	SCM435を使って機械部品の設計をするために必要な情報をまとめました。	化学成分や機械的性質、熱処理や物理的性質など、JIS規格の要点を整理しました。	SCM435とは	SCM435はクロームモリブデン鋼であり、機械部品に使用する高級な鋼の代表格です。	熱処理によって強度と靭性の高い特性を容易に得ることができるので、強度の必要な機械部品に広く適用されています。
SCM435は、H鋼（SCM435H）の流通量が多くなっています。H鋼は焼入れ性が保証されているので、安定した品質の調質部品が得られます。	SCM435の関連規格	SCM435は下記のJIS規格で規定されています。	焼入性保証の材質である、SCM435Hが主流となっており、棒、管についてそれぞれ規格があります。	H鋼では、冷却速度と硬さの関係を示す、ジョミニー式一端焼入れ方法による
焼入れ性曲線（Hバンド）が規定されています。オーステナイト結晶粒度が小さすぎると焼入れ性が悪くなるため、その下限が規定されています。	規格番号	規格名称	概要	JIS	G4053	機械構造用合金鋼鋼材	成分、寸法などを規定	JIS	G4052	記号：SCM435H	焼入性を保証した構造用鋼鋼材（H鋼）	焼入れ性、オーステナイト結晶粒度などを規定	JIS	G3441	機械構造用合金鋼鋼管	記号：
SCM435TK	鋼管の成分、寸法などを規定	JIS	G3479	焼入性を保証した機械構造用鋼管	記号：SCM435HTK	鋼管の焼入れ性、オーステナイト結晶粒度などを規定	JISG3509-1	冷間圧造用合金鋼－第１部　線材	記号：SCM435RCH	線材の成分などについて規定	JISG3509-2	冷間圧造用合金鋼－第２部：線	記号：SCM435WCH	線の機械的性質などを規定	SCM435の化学成分	JISで規定され
た、SCM435の化学成分は下記のとおりです。	C	Si	Mn	P	S	0.33	～	0.38	0.15	～	0.35	0.60	～	0.90	≦	0.030	≦	0.030	Ni	Cr	Mo	Cu	≦	0.25	0.90	～	1.20	0.15	～	0.30	≦	0.30	SCM435Hでは、焼入れ性が確保できれば良いとの趣旨から、製造者が成分を自由に調整できる範囲広いほうが良いので、炭素や合金元素の成分規定範囲がSCM435よりも幅広くなっています。	C	Si	Mn	P	S	0.32
～	0.39	0.15	～	0.35	0.55	～	0.95	≦	0.030	≦	0.030	Ni	Cr	Mo	Cu	≦	0.25	0.85	～	1.25	0.15	～	0.35	≦	0.30	炭素当量	SCM435の炭素当量は、以下のとおりです。	SCM435：0.65～0.87	SCM435H：0.63～0.91	炭素当量は、溶接の熱影響部の脆さを炭素量に換算した数値で示した値です。	この数値が0.44％以上になると溶接割れを起こしやすくなります。	SCM435では溶接によって
焼入れが入り熱影響部が硬化しますので、溶接には向きません。どうしても溶接したい場合は、溶接後の熱処理が必要となります。	SCM435の機械的性質	下記の機械的性質は、旧JISに乗っていた、SCM435の参考値です。熱処理条件や質量効果などにより大きく変化しますので、あくまで参考に留めてください。	SCM435の機械的性質	熱処理	降伏点	MPa	引張強さ	MPa	伸び	%	絞り	%	シャル
ピー	衝撃値	J/cm2	硬度	HB	焼入れ焼戻し	785以上	930以上	15以上	50以上	78以上	269～331	SCM435の熱処理（焼入れ・調質）	SCM435のJISに規定された基本的な熱処理条件は下記の通りです。	必ずしもこの通りである必要はなく、必要な強度や硬さを得るために熱処理条件は変更すべきです。	SCM435の熱処理条件	焼ならし	焼なまし	焼入れ	焼戻し	ー	ー	830～880℃油冷	530～
630℃空冷	ー	SCM435の物理的性質	下記の値は必ずしもSCM435そのものではなく、炭素量が近い炭素鋼の値となりますので、参考に留めてください。	特に熱伝導率や固有抵抗は成分のバラツキによる変動が大きくなりますのでご注意ください。	SCM435の物理的性質	物理的性質	物性値	縦弾性係数（ヤング率）[GPa]	210～214	横弾性係数[GPa]	82～83	ポアソン比（常温）	0.28～0.29	密
度[g/cm3]	7.81～7.82	比重	7.81～7.82	SCM435の使い方と注意事項	最後にSCM435材を機械部品に使用する際の一般的な注意事項を挙げます。	クロモリは強いか	広告の宣伝文句に、「クロムモリブデン鋼採用」と謳われていたり、クロモリという名称は一般の人にも浸透しています。	例えば自転車のフレームが、「クロモリフレーム」だったりすると、高級品のイメージを持つ人が多いので
はないでしょうか。	ということで、クロモリなら強度があって高耐久！なんて思ってしまいますが、機械設計者ならばそれでは不十分です。	強いというのは、下記の意味が混同した言葉です。	引張強さが高い	降伏応力が高い	衝撃値（靭性）が高い	このうち、引張強さは、硬さで決まり、鋼種による差はほとんど有りません。炭素鋼も合金鋼も同じ硬さになるように熱処理すれば、引張強度はほぼ
同じで、クロモリだから強いということは有りません。	降伏応力や衝撃値は、焼入れが完全か（マルテンサイト比率が高いか）で決まり、よく焼きが入れば降伏点や衝撃値は高くなります。	焼入れ後の最高硬さは、ほぼ炭素量で決まり、その最高硬さ付近までしっかり焼きを入れてから焼戻しすることが重要です。そうすれば、炭素鋼と合金鋼の降伏応力や衝撃値に大きな違いは有りません。	とい
うことで、クロモリという材料自体が強いわけでは無いんです。	しかし、実際の品物では、やっぱりクロモリは強くなります。	それは、クロモリは焼入れ性が良く、容易に完全な焼入れができるからです。	同じ硬さなら引張強度は変わりませんが、完全な焼入れをして焼入れ後の硬さを高くしてから焼き戻したものは、降伏応力や衝撃値が高くなります。	材質は部品の大きさによって決める	焼入
れ性が良いということは、大きな部品でも焼きが深く入るということです。（質量効果）	なので、小さな部品にクロモリ鋼を使う意味は乏しく、より安価な炭素鋼などを選ぶべきです。	H鋼と○H鋼	H鋼といえば焼入れ性保証ですが、○H鋼（Hを○で囲んだ記号）というのも流通しています。	これは、JISの表記ではありませんが一部で通用するようです。	調質鋼であり、予め焼入れ焼戻しして、
切削加工できる程度の硬さに仕上げた材料です。	プリハードゥン鋼とも言い、切削加工後熱処理無しで使うことができます。	SCM435という材料を使用する前に、基本的な知識や加工のポイントを理解しておくことは重要です。SCM435やSCM435Hとは一体何なのか、その特性や用途について知ることが、効果的な加工や製品作りにつながります。この記事では、SCM435材料についての基本
知識や加工方法に焦点を当てて、その重要性や活用のポイントを探ってみましょう。SCM435を使う際に押さえておきたいポイントを詳しく解説していきますので、ぜひ参考にしてみてください。	SCM435とは	SCM435の定義と基本情報	SCM435とは、機械構造用のクロムモリブデン鋼の一種であり、熱処理によって高い強度と疲労限度が求められる部品に使用されます。この材質は、
SCM435Hとして熱処理が施された状態で提供されることも多く、特に自動車のエンジンやトランスミッションなど、重責を担う部分に適しています。加工の際には、材料の特性を十分に理解し、適切な切削条件や加工方法を選ぶことが重要です。例えば、焼き入れや焼き戻しを行うことで硬度を調整することが可能ですが、これらの熱処理は材料の歪みや寸法安定性に影響を与えるため慎重に行う
必要があります。また、SCM435は加工硬化しやすい材料でもあるため、工具の選定にも注意を払う必要があるでしょう。このように、SCM435を用いる前には、その基本情報と加工のポイントを理解することが、高品質な製品を製造するための第一歩となります。	SCM435とSCM435Hの違い	SCM435は、高張力鋼の一種であり、特に自動車部品などの高い強度が要求される製品に使用されま
す。この材料は、クロム・モリブデンを含み、優れた機械的特性と耐熱性を持つため、加工にはいくつかのポイントが存在します。SCM435Hは、SCM435の熱処理後の硬化材料で、さらに強度が向上しています。製造する際には、適切な熱処理が重要となり、焼入れと焼戻しがその強度と靭性を発揮する鍵です。例えば、ギヤやシャフトなどの部品には、耐磨耗性と強度が求められるため、
SCM435Hが好んで選ばれます。しかし、加工性を考慮する必要があり、特に切削や研磨の際には、材料の硬度が高いため工具の選定に注意を要します。結論として、SCM435及びSCM435Hは、その利点を最大限に活かすために、加工前の知識と適切な技術が不可欠であり、適切な熱処理と丁寧な加工により、その性能を引き出すことができます。	他の鋼材との比較：SCM435とSCM420
SCM435材料を使用する際の基本知識と加工のポイントについて理解することは、製品の性能を最大限に引き出す上で欠かせません。SCM435はクロム・モリブデン鋼の一種であり、高い強度と耐熱性を持ち合わせているため、自動車部品や機械部件などの厳しい使用条件下でも利用されることが多いです。また、SCM435Hは熱処理を施した後の材料であり、さらに強度が増しています。	例え
ば、ボルトやナットのような締結部品に使用される際、その耐久性と耐熱性が重要な役割を果たします。このような部品は、長時間高温や大きな荷重がかかる環境下での使用が想定されるため、SCM435やSCM435Hといった材料が適しているのです。	しかし、加工には注意が必要で、特に硬度が高まる熱処理後の材料は、切削や穴あけなどの工程で工具の摩耗が早くなることがあります。適正な
切削条件を選び、材料の特性に合った加工方法を採用することが肝心です。このように、SCM435材料を選ぶ際には、その優れた特性と加工時の注意点の両方を理解することが重要です。	SCM435の物理的・化学的特性	SCM435の成分	SCM435材料は、高強度を必要とする機械部品や自動車部品の製造において広く利用されている合金鋼です。SCM435はクロムモリブデン鋼であり、優れた機
械的特性と耐熱性を持ち合わせています。そのため、耐久性が要求される使用環境下での適用が可能です。特にSCM435Hは、熱処理によって硬度と強度が向上された材料で、更なる耐久性が求められる場合に選ばれます。	SCM435材料を使用する際には、その特性を最大限に活かすため、加工の際にいくつかのポイントを押さえる必要があります。例えば、正確な熱処理は材料の性能を引き出す
うえで不可欠です。また、加工時の切削条件を適切に選定し、工具の摩耗にも注意を払うことで、高品質な製品を製造することが可能となります。	結論として、SCM435は多くの産業で必要とされる高性能な材料ですが、その特性をフルに活用するためには、適切な加工技術と知識が必要です。SCM435やSCM435Hの特性を理解し、それに適した加工方法を採用することが、長期にわたる製品の
信頼性と性能を保証する鍵となります。	材質としての特徴：硬度と強度	SCM435材料は、その優れた硬度と強度から、多くの工業製品に不可欠な素材です。SCM435はクロムモリブデン鋼の一種であり、高い耐熱性と耐摩耗性を持っています。それゆえ、自動車産業や建設機械、特殊ボルトやナットなどの高強度が求められる部品製作に広く用いられています。加工の際には、SCM435の特性を
生かすために、正確な熱処理が重要です。具体的には、焼き入れと焼き戻し工程が効果的であり、これにより部品の疲労強度を高めることができます。SCM435Hは、SCM435に熱処理を施したもので、より一層の強度と粘りを発揮します。この素材を使う際は、その特性を理解し適切に加工することで、製品の信頼性と耐久性を高められるのです。	比重とその影響	[heading]=[SCM435材料を
使う前に知っておきたい基本知知識と加工のポイント]	SCM435はクロムモリブデン鋼の一種で、機械構造用の鋼材として広く利用されています。この材料は強度と耐熱性に優れているため、自動車のエンジン部品や産業機械など、高い信頼性が求められる用途に適しています。特にSCM435Hは焼き入れや焼き戻しを施すことで、さらに高い硬度と強度が実現できるため、耐久性が求められる部品
の材料として重宝されています。	加工する際には、材質特有の特性を理解し正しい方法で扱う必要があります。例えば、SCM435材料は熱処理によって特性を大きく変えることができ、焼き入れによる硬化や焼き戻しによる強度と靭性のバランス調整がポイントとなります。また、加工時の切削条件や潤滑の適切な管理も、製品の品質を決定する重要な要素です。	結論として、SCM435及び
SCM435H材料はその優れた特性から多種多様な産業分野で利用されていますが、適切な加工技術と熱処理が必要です。これらをマスターすることで、耐久性と性能を最大限に引き出すことが可能となり、幅広い用途に適応した製品を作り出すことができるのです。	SCM435の利点と用途	SCM435の特徴とメリット	SCM435材料は、高強度を求める機械部品や自動車部品の製造に広く使われてい
ます。この材料の特性を理解し、適切な加工方法を採用することが、製品の品質向上に不可欠です。SCM435はクロムモリブデン鋼であり、耐熱性や耐摩耗性に優れているため、高負荷がかかる部品に適しています。例えば、エンジンのコネクティングロッドやトランスミッションギアなどが挙げられます。これらはSCM435の高い疲労強度と耐衝撃性が求められる部分です。	さらに、SCM435
は、表面処理技術の進歩により、硬度や耐食性を高めることが可能で、製品の寿命延長に寄与します。しかし、加工時には、適正な熱処理が重要であるため、焼入れや焼戻しの条件を正確に制御する必要があります。以上のように、SCM435材料の特性を把握し、適切な加工を施すことで、製品の信頼性と性能を最大限に引き出すことができます。	主な用途と実例	SCM435材料は、優れた機械的性
質を備える合金鋼の一種であり、その使用前に知っておくべき基本知識と加工のポイントがあります。この材料は、耐熱性や耐摩耗性が求められる自動車部品や工業機械などに広く用いられています。SCM435は中炭素クロムモリブデン鋼とも呼ばれ、熱処理によりさまざまな強度レベルに調整することができるため、用途に応じた加工が可能です。特に、SCM435Hは焼入れや焼戻しなどの熱処
理を経た後の状態を指し、より高い強度と靭性を持つことが特徴です。例えば、高圧ボルトやギア、クランク軸などに利用されます。これらの部品は精密さと強度が求められるため、SCM435材料の適切な熱処理が重要なポイントとなるわけです。よって、SCM435やSCM435Hを使用する際は、目的に応じた熱処理や加工技術を理解し適用することが肝心です。	SCM435の加工について	加工方
法の概要	SCM435は、熱間加工や冷間加工が可能なクロムモリブデン鋼です。この材料は、高い強度と優れた靭性を持ち合わせており、自動車や建機の部品など、強度が求められる分野で重宝されています。SCM435を加工する際は、適切な熱処理が重要です。具体的には、焼入れや焼戻しを施すことで、材料の機械的性質を最適化することができます。例えば、ギヤやシャフトなどの部品では、
耐磨耗性や耐疲労性を向上させるために、緻密な熱処理が必要とされます。さらに、SCM435Hとして事前に熱処理された材料を選ぶことで、加工工程を簡素化し、生産効率を高めることも可能です。最終的には、SCM435を使用する際には、その特性を理解し、適切な加工方法を選ぶことが、製品の品質を決定づけると言えるでしょう。	加工時の注意点と対策方法	SCM435は、クロムモリブデ
ン鋼の一種であり、高強度と優れた耐熱性を備える材料です。この材料は自動車や建機部品など幅広い産業で使用されていますが、加工前にはいくつかの基本知識を押さえておく必要があります。SCM435は硬度が高く、加工が難しい特性を持つため、適切な工具選びと加工方法を選定することが重要です。例えば、切削加工を行う場合、高い切削抵抗に耐えうるような工具素材と刃の角度調整が求
められます。また、熱処理をする際には、均一な硬さを得るために精密な温度管理が不可欠です。このようにSCM435を適切に加工するためには、材料の特性を正しく理解し、適切な加工技術を用いることが肝心です。そうすることで、耐久性と安全性を備えた製品製作が可能となります。	加工性を高めるための熱処理	SCM435は、優れた機械的性質を持つ合金鋼であり、自動車や機械部品などさ
まざまな分野で採用されています。この材料の加工においては、強度と加工性のバランスが非常に重要です。SCM435Hは、SCM435の熱処理を施した材料で、加工性が向上しています。特に、正しい熱処理を行うことで、硬さが増し、耐磨耗性が向上し、より高い強度を得ることができます。具体的な例としては、自動車のエンジン部品やギアなどに多く使用されており、これらの部品は耐久性
が要求されます。熱処理を適切に行うことで、SCM435はこれらの要求に応えることが可能になります。このように、SCM435やSCM435Hを用いた際には、熱処理が重要なポイントとなるため、それに関する知識が不可欠です。最適な材料の特性を活かすためには、適切な熱処理技術を理解し適用することが求められます。	SCM435の選択と取り扱い	材料選択のポイント	[heading]=
[SCM435材料を使う前に知っておきたい基本知識と加工のポイント]	[text]=SCM435は、特に自動車や工業機械部品などに多く使用される合金鋼であり、強度と耐熱性を求められる用途に適しています。この材料はSCM435Hとして、熱処理を施し硬度を高めた状態でも提供されており、用途に応じた選択が可能です。SCM435の選択時には、強度や耐熱性だけでなく、加工性やコストパフォー
マンスも考慮する必要があります。例えば、高い耐久性を要する自動車のエンジン部品やギアなどには、耐熱性と強度が高いSCM435Hが適しています。一方で、加工が容易な状態のSCM435は、形状が複雑な部品の素材としても重宝されます。適切な材料選びとそれに伴う加工方法の理解は、最終製品の品質と性能を左右するため、SCM435を用いる際にはこれらの基本知識を押さえることが大
切です。	SCM435の取り扱いと保管	SCM435は、日本で広く利用されている合金鋼の一種であり、その特性を理解し適切な加工を行うことが非常に重要です。この材料は、高張力と耐熱性を備えており、自動車部品や建設機械などの要求が厳しい用途に使用されます。SCM435の選択には、SCM435Hなどの熱処理をしたものも含まれ、より高い強度が必要な場合に選ばれます。注意点として、
SCM435は強度は高いものの、過度な加工や不適切な熱処理により材質が損なわれる可能性があります。特に、材料が持つ硬度や靭性を維持するためには、正確な熱処理が重要です。また、保管時には錆び防止のための適切な環境を確保することが求められます。SCM435を扱う際には、これらの基本知識を踏まえつつ、さらなる知識と経験が加工の質を決定すると言えるでしょう。	環境への影響
と安全性	SCM435材料を用いる際の重要な基本知識とその加工時のポイントについて考察します。SCM435とは、クロム・モリブデンを含む合金鋼であり、優れた機械的特性を持つため、自動車や機械部品など幅広い分野で使用される材料です。これは、硬度や強度が高く、耐熱性にも富んでいることから、耐久性が求められる部品に適しています。	具体的な例として、SCM435はエンジン部品
やギア、ボルトやナットなど、高い強度と耐熱性を必要とする製品に用いられます。その加工においては、適切な熱処理が不可欠で、焼入れや焼戻しを行うことで材料の性能を最大限に引き出せます。また、SCM435HはSCM435の熱処理後の材料を指し、さらなる高強度が期待できるため、より要求レベルの高い用途に対応可能です。	結論として、SCM435材料はその特性を生かした適切な加工
により、高性能な部品を製造することができる一方で、熱処理などの加工工程を適切に行うことが求められます。そのため、これからSCM435を使用しようと考えている方は、その特性と加工のポイントを十分に理解しておくことが大切です。	まとめ	SCM435材料を使う前に知っておきたい基本知識と加工のポイントについて紹介します。SCM435は炭素鋼であり、熱処理によって硬度を高める
ことができます。この材料は耐熱性や耐摩耗性に優れており、機械部品や自動車部品などに広く使用されています。加工の際には、適切な熱処理や切削条件を選定することが重要です。また、耐熱性を活かすために適切な冷却方法を選択することも重要です。SCM435を使う際には、これらの基本知識と加工のポイントを押さえておくことが重要です。	Home	技術情報	溶接Q&A	機械構造用炭素鋼
鋼材(S45C)...	炭素鋼は炭素量（C量）によって表1のように低炭素鋼、中炭素鋼および高炭素鋼に分類されます。炭素鋼に特殊元素が入って特殊な性質を示すようになったものを特殊鋼といいます。この特殊鋼のうち、調質（焼入・焼戻処理）して使用するものを合金鋼、工具として使用するものを工具鋼、特殊用途に使用するものを特殊用途鋼といい図1のように分類でき、JISに規格化されている
主なものを表2に示します。	これらの鋼材の中には、C量の多い中・高炭素鋼は、もともと溶接を想定しないで設計製造されている鋼材であり、溶接による急熱急冷によって熱影響部が著しく硬化し、溶接部の伸びが少なくなり、溶接割れなどの欠陥が生じ易くなるため、溶接の際には溶接材料の選定、溶接施工要領に十分注意する必要があります。	機械構造用鋼は、C量の含有量が高く低温割れが
発生しやすいため、その防止のため溶接に際しては予熱・後熱が必須になります。また、これらの鋼材に対して、同一化学成分の溶接材料はなく溶接部に要求される性能によって溶接材料を選定します。	まず、ただ単に接合する場合は、低強度で耐割れ性の良好な低水素系溶接材料やステンレス鋼と炭素鋼の異材溶接などに使用する309系オーステナイト系ステンレスの溶接材料を選定します。一例
を表3に示します。また、突合せ継手のように母材に近い強度が必要なときには耐割れ性を考慮しながら強度レベルの近い溶接材料を選定します。一例を表4に示します。この場合に溶接施工上で注意すべき事項の最も重要な点は、低温割れの防止対策です。これらの鋼材は含有するC量が多く、溶接すると母材の熱影響部が硬くなり溶接金属に含まれる水素が硬くなった熱影響部に拡散し水素脆化を
起こし、ビード止端部やルート部などの熱影響部に割れが発生する危険があります。これらを防止するには、低水素系の溶接材料を使用し母材熱影響部の硬化防止と溶接金属中の水素を放出させるために、予熱や後熱をすることが重要です。予熱温度の目安は、鋼材の炭素当量より最適温度を設定し、溶接線を中心として100mmの範囲がまんべんなく設定温度になるまで加熱してください。脱水素
を目的に行う直後熱は、溶接終了と同時に溶接部の温度が下がる前に300℃以上で1時間程度保持することが望ましく、その後、できるだけ徐冷します。600～650℃の後熱処理は、焼戻し熱処理であり、熱処理までに時間が掛かる場合や焼戻し熱処理ができない場合は、必ず300～350℃の直後熱を施してください。	次に注意すべき点は、マグ溶接で施工する場合の高温割れです。中・高炭素鋼を
高電流で溶接すると母材溶込みが過大となり、母材炭素の希釈による高温割れの危険性が挙げられます。その対策としては、母材溶込みを最小にするために低電流の施工条件とすることや、母材希釈の大きい1～2層は被覆アーク溶接にて施工し、残りをマグ溶接で行うなどの工夫も必要です。	ご質問のS45CやSCM435等を溶接する場合は、表3や表4を参考にして上記に記載した施工上の注意点を
守って施工してください。	表1	炭素鋼の分類	表2	JISによる鉄鋼材料の分類	表3	中・高炭素鋼を単に接合する場合の溶接材料例	※	100℃以下の若干の予熱。			表4	中・高炭素鋼を母材に近い性能を望む場合の溶接材料例	※	焼入れ焼戻しの場合。			図1	鋼の分類	SCM435鋼は、工業製品や機械部品など様々な分野で広く使用されている素材です。その基本特性を理解することは、製品や部品の設計
や選定において重要な役割を果たします。本ガイドでは、SCM435鋼の硬度、比重、ヤング率など、重要な特性について詳しく解説します。SCM435鋼に関心をお持ちの方や材料について学びたい方にとって、貴重な情報を提供することで、理解を深めるお手伝いをしたいと考えています。製品や部品の開発における参考としてぜひご活用ください。	SCM435鋼は、クロム-モリブデン鋼（Cr-Mo
鋼）の一種で、炭素鋼にクロム（Cr）とモリブデン（Mo）を添加した合金鋼です。日本工業規格（JIS）で規定されており、主に自動車部品や機械部品、工具などの高強度が求められる用途に使われます。SCM435は、鋼のグレードの一つであり、主にその強度と耐摩耗性、耐食性に優れた特性を持っています。	SCM:	「S」は「鋼」を表し、「C」は炭素含有量を示し、「M」はモリブデンを意
味します。	435:	数字はその鋼種の炭素含有量やその他の成分割合に基づいた番号で、SCM435では約0.35%の炭素含有量を示しています。	SCM435鋼は、炭素鋼にクロム（Cr）とモリブデン（Mo）を適切に添加することで、強度や耐摩耗性を高めています。代表的な化学成分は以下の通りです：	炭素（C）:	0.32	–	0.38%	シリコン（Si）:	0.17	–	0.37%	マンガン（Mn）:	0.60	–	0.90%	クロ
ム（Cr）:	0.90	–	1.20%	モリブデン（Mo）:	0.15	–	0.25%	リン（P）:	0.035%	以下	硫黄（S）:	0.035%	以下	特徴としては、次のような点が挙げられます：	高い強度:	クロムとモリブデンの添加により、SCM435鋼は高い引張強度と耐疲労性を持ちます。	耐摩耗性:	モリブデンが加わることで、SCM435鋼は耐摩耗性が向上し、機械部品に適しています。	耐熱性:	クロムが耐熱性を高め、高温
での使用にも耐えることができます。	機械的特性:	焼入れや焼戻し処理を行うことで、強度や靭性が向上し、特に高負荷のかかる部品に適しています。	SCM435鋼は、類似する合金鋼との比較でもその特性が際立っています。以下は、いくつかの類似鋼材との比較です：	SCM440鋼:	SCM440はSCM435よりもクロム含有量が高く、さらに耐食性や耐摩耗性に優れた特性を持っていますが、
SCM435の方が加工性に優れています。特に、部品に求められる強度が比較的低い場合にはSCM435が選ばれることが多いです。	S45C鋼:	S45Cは炭素鋼で、SCM435に比べるとクロムやモリブデンの添加がないため、強度や耐摩耗性、耐熱性が劣ります。SCM435はこれらの特性が求められる場合に優れた選択となります。	SUS304ステンレス鋼:	SUS304は耐食性が非常に高いですが、
SCM435に比べて強度や耐摩耗性が劣ります。SCM435は機械的な強度が求められる部品に優れた適性があります。	これらの比較により、SCM435鋼は高強度、耐摩耗性、耐熱性が求められる用途に非常に適した鋼材であることが分かります。	SCM435鋼は、炭素鋼にクロム（Cr）とモリブデン（Mo）を添加した合金鋼であり、これらの元素が加わることにより高い硬度を発揮します。具体的
な硬度は、熱処理によって異なりますが、一般的には次のような範囲になります：	焼入れ後の硬度:	約HRC	28〜40	焼戻し後の硬度:	約HRC	22〜32	これらの硬度範囲は、SCM435鋼が高強度であり、機械的な強度が求められる部品や耐摩耗性が重要な用途に適していることを示しています。硬度は、鋼材がどれだけ硬いかを示し、部品の耐摩耗性や使用寿命に直結する重要な要素です。
SCM435鋼の比重は約7.85g/cm³です。比重は物質の密度を示し、同じ体積であればどれだけ重いかを示す指標です。比重が高いということは、その材料が密度が大きく、より強い物理的特性を持つことを意味します。SCM435鋼は、強度と密度がバランスよく取れており、機械的な強度を発揮しつつも比較的扱いやすい材質です。	ヤング率（Young’s	Modulus）は、材料の弾性率とも呼ばれ、
材料がどれだけ変形しにくいかを示す物理的な特性です。ヤング率が高い材料は、引張りや圧縮に対して変形しにくい性質を持っています。ヤング率は、以下の式で定義されます：	[	E	=	\frac{\text{応力}}{\text{ひずみ}}	]	SCM435鋼のヤング率は約200	GPaです。この数値は、SCM435鋼が引張り応力に対して非常に高い弾性を持つことを示しており、高強度を維持しながら変形しにくい特
性を提供します。これにより、特に機械的に負荷がかかる部品において重要な役割を果たします。	調質処理とは、鋼材に対して熱処理を施すことで、硬度、強度、靭性を調整するプロセスです。この処理は、鋼材を一定の温度で加熱し、その後急冷（焼入れ）して硬化させ、次に一定温度で再加熱（焼戻し）して、所望の機械的性質を得る方法です。調質処理によって、鋼材のバランスの取れた物理
的・機械的性質が得られ、主に機械部品や構造物に使用されます。	SCM435鋼は、クロム（Cr）とモリブデン（Mo）を含む合金鋼であり、調質処理によりその特性が大きく改善されます。調質材としてのSCM435の主な特性は以下の通りです：	高い強度：調質処理により、焼入れ後は高い硬度と強度を得ることができます。焼戻しを行うことで、強度とともに靭性も確保されます。	耐摩耗性：
クロムとモリブデンが添加されているため、摩耗や腐食に対して優れた耐性を持ちます。	優れた機械的性質：調質処理後、SCM435鋼は高い靭性と靭性がバランス良く保たれ、衝撃や振動にも強い特性を発揮します。	加工性：調質処理後も適切な加工性があり、機械加工が可能です。	SCM435調質材は、その優れた機械的特性と耐久性から、幅広い産業で使用されています。主な使用用途として
は以下のようなものがあります：	自動車部品：エンジン部品、トランスミッション部品、シャフトなど、耐久性と高強度が求められる部品に使用されます。	産業機械：ベアリング、ギア、ピストン、軸など、高い強度と耐摩耗性が必要な部品に適しています。	工具類：高負荷がかかる工具や金型に使用され、耐摩耗性と硬度が求められます。	建設機械：耐衝撃性と強度が求められる建設機械や構造
部品にも使用されます。	SCM435調質材はその高い強度と耐久性が求められるあらゆる機械部品に適しており、特に自動車産業や重機、産業機械の分野で多く利用されています。	SCM435とSCM420は、どちらもクロム（Cr）とモリブデン（Mo）を含む合金鋼ですが、それぞれに若干の違いがあります。	SCM435	化学成分：	炭素（C）：0.35%	クロム（Cr）：0.80%	モリブデン（Mo）：
0.20%	マンガン（Mn）：0.60%	シリコン（Si）：0.25%	リン（P）：0.035%	硫黄（S）：0.035%	SCM420	化学成分：	炭素（C）：0.20%	クロム（Cr）：1.00%	モリブデン（Mo）：0.20%	マンガン（Mn）：0.60%	シリコン（Si）：0.25%	リン（P）：0.035%	硫黄（S）：0.035%	主な違い：	SCM435の炭素含有量は0.35%、SCM420の炭素含有量は0.20%であり、SCM435の方
がわずかに高炭素です。	クロム（Cr）の含有量がSCM420の方が高く（1.00%）、これが両者の機械的性質の違いに影響を与えます。	SCM435	引張強さ：680～930	MPa	降伏強さ：345～655	MPa	硬度：180～270	HB	靭性：高い衝撃吸収能力を持ち、割れにくい	用途に求められる特性：強度が高く、耐摩耗性に優れる。	SCM420	引張強さ：580～930	MPa	降伏強さ：355～590	MPa	硬
度：170～250	HB	靭性：SCM435よりもわずかに低いが、十分な耐衝撃性を持つ	用途に求められる特性：SCM435よりもやや強度は低いが、コストパフォーマンスに優れる。	主な違い：	SCM435はSCM420に比べて引張強さと降伏強さが高く、強度が求められる用途に適しています。	SCM420はSCM435よりも若干強度が劣りますが、コストパフォーマンスが良いです。	SCM435
SCM435は硬度が高いため、加工時に工具への負荷が大きくなることがあります。熱処理（調質処理）を施すことで、加工性を向上させることが可能です。	SCM420	SCM420はSCM435よりも低硬度であるため、加工性が向上します。切削加工や溶接性に優れ、比較的扱いやすい材料です。	主な違い：	SCM435は強度が高いため、加工時に慎重な管理が必要ですが、最終的な部品の耐久性は高
いです。	SCM420は比較的加工しやすいが、強度がやや劣るため、強度を重要視する用途には不向きです。	SCM435	用途：自動車部品、機械部品、ギア、シャフトなど高強度が求められる部品に適しています。耐摩耗性や耐衝撃性が重要な分野で使用されます。	選定基準：高強度が必要で、長期間の耐久性を重視する場合に選ばれます。	SCM420	用途：低負荷の機械部品や、強度よりも加工性
やコストパフォーマンスを重視した部品に適しています。たとえば、軽負荷のシャフトやボルトなどに使用されます。	選定基準：コストを重視し、比較的軽度な強度が求められる用途に選ばれます。	主な違い：	SCM435は耐久性と強度が重要な用途に向いており、SCM420は加工性とコストを重視する場合に適しています。	SCM435Hは、SCM435の調質鋼（硬化処理済み）であり、クロムモ
リブデン鋼（Cr-Mo鋼）に分類される合金鋼です。SCM435Hは、特に高強度と優れた耐久性が求められる部品に使用される材料で、熱処理後により強度と硬度が向上します。Hは、硬化処理（Hardening）が施されたことを示しています。	硬度：	SCM435Hは調質処理が施されることで、硬度が高くなり、通常はHV	300～400の範囲に収まります。硬度は、鋼の耐摩耗性や耐衝撃性を高めるた
めに重要な特性です。	比重：	SCM435Hの比重は、7.85	g/cm³です。この値は、一般的な鉄系合金とほぼ同じで、強度と耐久性を兼ね備えた金属材料として非常に優れた特性を持っています。	ヤング率：	SCM435Hのヤング率は、約205	GPaです。ヤング率は材料の弾性特性を示し、機械的負荷に対する変形のしやすさを表します。SCM435Hは高強度であるため、弾性範囲内での変形は少な
いです。	SCM435Hの熱処理は、焼入れと焼戻しの2段階で行われます。	焼入れ（Hardening）：	SCM435Hは、高温で加熱後、急冷することで硬度が増し、強度や耐摩耗性が向上します。焼入れによって、鋼材の結晶構造が変化し、より緻密な組織が形成されます。	焼戻し（Tempering）：	焼入れ後に焼戻しを行うことで、過度な硬化を防ぎ、鋼の脆さを減少させます。適切な焼戻しによ
り、SCM435Hは優れた耐衝撃性と靭性を持つようになります。	これらの熱処理により、SCM435Hは、強度と耐衝撃性を兼ね備えた材料として使用されます。	SCM435Hは、主に以下の用途で使用されます：	自動車部品：	ギア、シャフト、クランクシャフト、ボルト、エンジン部品など、強度と耐久性が求められる部品に使用されます。	機械部品：	高負荷がかかる機械部品や金型、機械の構
造部品に使用されます。特に耐摩耗性や耐衝撃性が必要な場合に適しています。	航空宇宙産業：	高い強度と耐摩耗性を持つため、航空機部品やその他の高度な耐久性が必要な部品に使用されます。	SCM435Hは、これらの分野で耐久性や強度を重視する部品に最適な選択肢です。	SCM435鋼は高強度の合金鋼であるため、切削加工にはいくつかの課題があります。主な課題は以下の通りです：	硬
度が高いための工具摩耗：	SCM435鋼は焼入れ後の高硬度が特徴であるため、切削工具に大きな負担がかかり、摩耗が早く進行します。これにより、加工精度が低下し、工具の交換頻度が高くなります。	切削熱の発生：	切削時に発生する高温が工具や加工面に悪影響を与えることがあります。高温による焼きつきや変形が問題となることがあります。	切削速度の制限：	SCM435鋼は高強度である
ため、過剰な切削速度は工具の寿命を短くし、加工品質に悪影響を与えます。	SCM435鋼を切削加工する際には、いくつかの注意点があります：	適切な切削速度の選定：	過剰な切削速度は摩耗を早めるため、加工対象の硬度に合わせて適切な切削速度を選定します。通常、遅めの切削速度で加工を行うことが推奨されます。	冷却液の使用：	冷却液を使用して切削温度を抑制することが重要です。
冷却液は工具や素材の温度上昇を防ぎ、焼きつきや摩耗を軽減します。また、冷却効果のある切削油を選ぶことが推奨されます。	切削工具の選定：	SCM435鋼は硬度が高いため、適切な工具材質（例：炭化タングステン、コバルト合金）を選ぶ必要があります。また、工具のコーティング（例：TiN、TiAlNコーティング）も耐摩耗性を向上させるために有効です。	切削条件の調整：	軽切削や中切
削を行う場合、切削条件を適切に調整することで、工具の負担を軽減し、より効率的な加工が可能になります。	SCM435鋼の切削加工を最適化するためには、以下の対策が有効です：	工具の冷却と潤滑：	切削中の冷却は必須です。冷却液の使用により、工具の寿命を延ばし、加工精度を向上させます。また、切削油やエアブローを併用することで、切削面を清潔に保ち、加熱を防ぎます。	工具の
材料とコーティング：	SCM435鋼に対する耐摩耗性が高い工具材質とコーティングを選択することで、工具の寿命を延ばし、加工効率を向上させます。特にTiAlNやCVDコーティングされた工具は、高硬度の鋼材に適しています。	適切な切削条件の選定：	切削条件（切削速度、送り速度、切込み深さ）を調整することで、加工中の温度上昇を防ぎ、仕上がり面の品質を確保できます。適切な条件
設定により、振動や工具の早期摩耗を防止します。	これらの対策を実施することで、SCM435鋼の切削加工を効率的に行い、工具の寿命を延ばすことができます。	SCM435鋼は、その硬度、比重、そしてヤング率などの基本特性によって、さまざまな用途に活用されています。その硬度は一般的に高く、その優れた強度は様々な産業において重要な要素となっています。さらに、その比重も重要な
指標であり、機械構造の設計や材料選定において重要な情報となります。ヤング率も高く、弾性変形に対する材料の耐性を示す重要な特性の一つです。SCM435鋼のこれらの特性を理解することで、その適切な利用と有効な活用が可能となります。	鋼材選びは、ものづくりの現場において非常に重要な要素の一つです。「SCM435とSCM435Hの違いがわからない」「どちらの鋼材を選べば良いの
か悩んでいる」という方も多いのではないでしょうか？そんなあなたのために、今回は「鋼材選びに役立つ！SCM435とSCM435Hの違い＆特性解説」というテーマで、これらの鋼材の特性や用途について詳しく解説します。	このガイドでは、SCM435とSCM435Hの基本的な特徴を比較し、それぞれの鋼材がどのような状況で最適に活かされるのかを明らかにします。具体的には、引張強度や
硬度、加工性、さらにはコスト面など、さまざまな視点から徹底的に解説します。鋼材選びに関する基礎知識を身につけ、自分に最適な材料を選ぶ手助けをしたいと思います。	これから鋼材を選ぶ際の参考になる情報をお届けしますので、ぜひ最後までお付き合いください。あなたのものづくりがより良いものになるよう、力を尽くします！	SCM435とSCM435Hは、特に自動車や機械の部品に使
われる鋼材です。まず、SCM435は強度が高く、耐久性に優れています。これに対して、SCM435Hは、さらに高い硬度を持っていて、特に高温に強い特性があります。たとえば、SCM435はエンジンの部品に使われることが多いですが、SCM435Hは航空機の部品など、より厳しい条件で使われることが多いです。	このように、SCM435とSCM435Hはそれぞれ異なる特性を持っているため、
使用する場面によって選ぶことが重要です。鋼材を選ぶ際には、その特性を理解し、用途に合ったものを選ぶことが大切です。これにより、より安全で効率的な製品を作ることができます。	SCM435とSCM435Hは、どちらも日本でよく使われる鋼材ですが、いくつかの違いがあります。まず、SCM435は、強度が高く、耐久性に優れています。これに対して、SCM435Hは、SCM435よりもさ
らに強い特性を持っています。これは、SCM435Hが特別な熱処理を受けているからです。	具体的な例として、SCM435は自動車の部品などに使われていますが、SCM435Hはより高い強度が求められる部品、例えば航空機の部品に使われることが多いです。このように、用途によって選ぶ鋼材が異なります。	SCM435とSCM435Hはそれぞれ異なる特性を持っており、目的に応じて使い分ける
ことが大切です。正しい鋼材を選ぶことで、より良い製品を作ることができます。	SCM435とSCM435Hは、どちらも鋼材ですが、いくつかの違いがあります。まず、SCM435は一般的な鋼材で、強度が高く、耐久性に優れています。これに対して、SCM435Hは、さらに強度を高めるために特別な熱処理が施されています。このため、SCM435Hはより硬く、重い負荷に耐えることができま
す。	具体的な例として、自動車の部品や機械のフレームなど、強度が求められる場所ではSCM435Hが選ばれることが多いです。一方、一般的な構造物や軽い機械部品にはSCM435が適しています。	SCM435とSCM435Hは、それぞれの特性に応じて使い分けることが大切です。用途に応じた鋼材選びが、より良い製品作りにつながります。	SCM435とSCM435Hは、鋼材の種類であり、主に
機械部品や構造物に使われます。これらの鋼材の違いは、化学成分にあります。SCM435は、クロムとモリブデンを含んでおり、強度が高く、耐久性にも優れています。一方、SCM435Hは、SCM435に比べて炭素の含有量が少し多く、さらに強い硬さを持っています。	具体的な例として、SCM435は自動車の部品に多く使われていますが、SCM435Hは、より高い強度が必要な航空機の部品に
使われることが多いです。このように、それぞれの鋼材には特性があり、用途によって使い分けられます。	SCM435とSCM435Hは、化学成分の違いによって特性が異なり、適切な選択が重要です。	SCM435とSCM435Hは、どちらも特別な鋼材ですが、いくつかの違いがあります。まず、SCM435は一般的に強度が高く、耐摩耗性にも優れています。これは、機械部品や自動車の部品などに使
われることが多いです。一方、SCM435HはSCM435の改良版で、さらに強度が増しており、特に高温でも性能を保つことができます。	具体的な例として、SCM435はエンジンの部品に使われることがあり、SCM435Hは航空機の部品に適しています。これらの特性から、用途に応じてどちらの鋼材を選ぶかが重要です。	SCM435とSCM435Hはそれぞれ異なる特性を持っており、使用する目
的に合わせて選ぶことが大切です。理解することで、より良い選択ができるでしょう。	SCM435とSCM435Hは、鉄鋼の中でも特に強い材料です。これらの鋼材は異なる用途に適しており、その特性を理解することが大切です。理由は、SCM435は一般的な機械部品に使われることが多く、強度と耐久性が高いからです。一方、SCM435Hは、さらに高い強度が求められる場合に使用されます。
具体的な例として、SCM435は自動車の部品や機械の部品に使われ、SCM435Hは航空機や高負荷の機械に使われることが多いです。このように、用途によって適した鋼材を選ぶことが重要です。SCM435とSCM435Hの違いを理解することで、より良い選択ができるようになります。	SCM435とSCM435Hは、鉄鋼材料としてよく使われています。これらの違いを理解することは、適切な材料
を選ぶために重要です。まず、SCM435は、優れた強度と耐久性を持っており、主に機械部品や車の部品に使われます。一方、SCM435Hは、SCM435に比べてさらに高い硬度を持っており、特に高温での使用に適しています。	具体的な例として、SCM435はエンジン部品に使われることが多いですが、SCM435Hは熱処理を施した後に使用されることが多いです。これにより、より過酷な条件
下でも性能を発揮します。	SCM435とSCM435Hはそれぞれ異なる特性を持ち、用途に応じて選ぶことが大切です。正しい選択が、より良い製品を生み出す鍵となります。	SCM435とSCM435Hは、どちらも鋼材の種類ですが、いくつかの違いがあります。まず、SCM435は、強度が高く、耐摩耗性に優れた鋼材です。これに対して、SCM435Hは、さらに硬さを持ち、特に熱処理を施した後
の性能が良くなります。例えば、自動車の部品や機械の部品に使われることが多いです。	この違いから、使用する場面によって選ぶべき鋼材が変わります。もし、強度が重要な部品を作る場合はSCM435が適していますが、耐摩耗性や硬さが求められる場合はSCM435Hが良い選択です。SCM435とSCM435Hはそれぞれの特性を理解し、用途に応じて選ぶことが大切です。	SCM435と
SCM435Hは、鋼材の種類であり、特に機械部品に使われます。まず、これらの鋼材の違いを理解することが重要です。SCM435は、強度が高く、耐久性に優れていますが、SCM435Hはさらに硬く、特に高温での性能が良いです。例えば、SCM435は自動車の部品に使われることが多く、SCM435Hは航空機や高性能な機械に使われることが多いです。このように、用途によって選ぶ鋼材が変
わります。SCM435とSCM435Hはそれぞれ異なる特性を持ち、使用する目的によって選ぶことが大切です。正しい鋼材を選ぶことで、より良い製品を作ることができます。	SCM435とSCM435Hは、鋼材の種類で、特に機械部品に使われることが多いです。まず、これらの鋼材は強さや耐久性に違いがあります。理由として、SCM435はクロムとモリブデンを含み、より強い特性を持っていま
す。一方、SCM435HはSCM435よりも熱処理が施されており、さらに強度が増します。具体的な例として、SCM435は自動車の部品や機械のシャフトに使われ、SCM435Hは高負荷がかかる部品に適しています。これらの違いを理解することで、用途に応じた適切な鋼材を選ぶことができ、より良い製品を作る手助けになります。	SCM435とSCM435Hは、特に自動車や機械の部品に使われる
鋼材です。これらの鋼材は、強さや耐久性が高く、さまざまな用途に適しています。まず、SCM435は、クロムとモリブデンを含んでおり、非常に強い特性を持っています。これに対して、SCM435Hは、SCM435よりもさらに高い硬度を持っており、特に耐摩耗性が優れています。たとえば、自動車のギアやシャフトのような部品には、SCM435Hがよく使われます。このように、用途によって
選ぶ鋼材が異なるため、どちらの鋼材が必要かを理解することが大切です。SCM435とSCM435Hは、それぞれ異なる特性があり、目的に応じて選ぶことが重要です。	SCM435とSCM435Hは、鋼材の種類で、それぞれ特性が少し違います。まず、SCM435は強度が高く、耐久性に優れています。これに対して、SCM435Hはさらに強い熱処理を受けており、より高い硬さを持っています。たと
えば、自動車の部品や機械の部品を作るとき、SCM435は安定した強度を提供し、SCM435Hは特に重い負荷がかかる部分に使われることが多いです。このように、使う場所や目的によって、どちらの鋼材を選ぶかが重要です。SCM435とSCM435Hはそれぞれの特性を理解し、適切に選ぶことで、より良い製品を作ることができます。	SCM435とSCM435Hは、鋼材の種類であり、それぞれ異
なる特性を持っています。まず、SCM435は、強度と耐久性に優れた合金鋼で、自動車部品や機械部品に多く使われています。一方、SCM435Hは、SCM435をさらに熱処理したもので、より高い強度を持っています。このため、SCM435Hは特に高負荷がかかる部品に適しています。	具体的な例として、SCM435はエンジンの部品に使われることが多いですが、SCM435Hはレースカーの
シャーシなど、厳しい条件下でも性能を発揮する必要がある部品に使われます。	SCM435とSCM435Hは、それぞれの用途に応じて選ぶことが重要です。強度や耐久性が求められる場面で、適切な鋼材を選ぶことで、より良い結果を得ることができます。	SCM435とSCM435Hは、どちらも鋼材の種類ですが、いくつかの違いがあります。まず、SCM435は、強度が高く、耐久性に優れた鋼材で
す。これは、機械部品や自動車の部品に使われることが多いです。一方、SCM435Hは、SCM435よりもさらに高い硬度を持っており、特殊な熱処理が施されています。このため、SCM435Hは、より厳しい環境での使用に適しています。	具体的な例としては、SCM435は自動車のギアやシャフトに使われ、SCM435Hは航空機の部品などに利用されます。これらの違いを理解することで、適切
な鋼材を選ぶことができ、より良い製品を作る手助けになります。SCM435とSCM435Hは、それぞれの特性を活かして、異なる用途に最適な鋼材です。	SCM435とSCM435Hは、どちらも鋼材の種類ですが、少し違いがあります。まず、SCM435は、強度が高くて、耐久性に優れた鋼材です。これに対して、SCM435Hは、さらに熱処理が施されており、より強い特性を持っています。具体的
には、SCM435Hは、特に高温での使用に適しており、機械部品や自動車の部品に多く使われています。	例えば、自動車のエンジン部品にはSCM435Hがよく使われます。これは、エンジンが高温になるため、より強い鋼材が必要だからです。一方、SCM435は、一般的な機械部品に使われることが多いです。	SCM435とSCM435Hは、それぞれの特性に応じて使い分けることが大切です。どち
らも優れた鋼材ですが、用途によって選ぶことが重要です。	SCM435とSCM435Hは、いずれも合金鋼ですが、主に熱処理の違いがあります。SCM435は、強度と靭性を兼ね備えた材料で、機械部品に広く使用されます。一方、SCM435Hは、より高い硬度を持ち、耐摩耗性が求められる用途に適しています。それぞれの特性を理解し、用途に応じた鋼材選びが重要です。	志民	直人技術営業、カ
スタマーサクセス切削加工歴29年の1級機械加工技能士(精密器具製作/フライス盤/数値制御フライス盤)。金型・部品加工経験を持ち、CAD・CAMや各種工作機械に精通。設計からカスタマーサービスまで幅広く対応。製造現場改善や治具設計も得意。趣味は日曜大工、ゲーム。機械構造用合金鋼の一種である、SCM435（クロムモリブデン鋼）の材料をご存知でしょうか。機械構造用合金鋼は、
炭素Cのほかに、マンガンMn・クロムCr・ニッケルNi・モリブデンMoなどの合金元素を適量添加したもので、その量に応じて鋼の性質に変化を及ぼします。SCM435にもこれらの合金元素が添加されており、さまざまな特性を持っています。しかし、その内容について詳しく知っている方は少ないのではないでしょうか。そこで本記事では、SCM435（クロムモリブデン鋼）について、
SCM435とはどういった材料なのかを解説します。材料について知識を深めたい方は、ぜひご一読ください。SCM435の機械的性質（硬度、強度、比重）SCM435は、炭素量0.33～0.38％、モリブデン0.15～0.30％程度を含むクロムモリブデン鋼の一種です。降伏点はおおよそ785MPa以上、引張り強さ930MPa以上、硬度は269～331の機械的性質を有しています。SCM435は、焼入れ焼戻
しをすることで、高い強度と靭性（粘り強さ）を得られるため、強度や耐摩耗性を必要とする機械部品などに多く採用されています。SCM435の成分値、および機械的性質については以下の表の通りです。SCM435の成分値	材料記号	C	Si	Mn	P	S	Ni	Cr	Mo	SCM435	0.33～0.38	0.15～0.35	0.60～0.90	0.030以下	0.030以下	0.25以下	0.90～1.20	0.15～0.30	​SCM435の機械的性質（参考
値）	材料記号	降伏点MPa	引張強さMPa	伸び％	絞り％	シャルピー衝撃値J/cm2	硬度HBW	SCM435	785以上	930以上	15以上	50以上	78以上	269～331	​SCM435の機械的性質は、焼入れ：830～880℃油冷、焼戻し：530～630℃急冷時での参考値です。参考記事：鋼の性質を変える【熱処理】とは？仕組みや種類について徹底解説！JIS規格「JIS	G	4053：2016」では、SCM435の成分値
の範囲のみ規定され、機械的性質は規定されていません。機械的性質はあくまで参考値とし、成分や熱処理によって数値が大きく変動する場合がある点に注意してください。SCM435はクロムモリブデン鋼の一種SCM435はクロムモリブデン鋼の一種です。そもそも「クロムモリブデン鋼」とはどのような鋼材なのでしょうか。クロムモリブデン鋼とは、通称「クロモリ」や「クロモリ鋼」とも呼
ばれる機械構造用合金鋼のことで、クロム鋼（SCr材）にモリブデンを0.15～0.30％ほど添加しており、さらに焼入れ性を向上した材料です。引用元：東部金属熱処理工業組合 ​上図は、東部金属熱処理工業組合がJISハンドブック鉄鋼Ⅰより引用した、機械構造用合金鋼の記号の意味を表す図になります。クロムモリブデン鋼は、スチールSのほかに、クロムCr・モリブデンMoを含んでいるため、JIS
記号では、それぞれの頭文字から「SCM」として表記されています。その記号の後ろには、1桁の主要合金元素量を表すコード(2、4、6、8)と、2桁の炭素量の代表値の100倍した値が組み合わさることで、合計3桁の数字が続きます。今回紹介しているSCM435で例を挙げると、合金元素量コードは4に該当し、炭素量Cの中間値は0.35％のクロムモリブデン鋼であることを意味しています。
SCM435の特徴クロムモリブデン鋼は、材料の中心部まで焼入れしやすく、空冷のように冷却速度が遅くても焼入れできるのが特徴。歪の発生も抑えることが可能です。クロムモリブデン鋼のなかでも、SCM435は比較的高い機械的性質を持っています。靭性（粘り強さ）も有しており、材料が割れにくいのもポイント。そのため、加工性も良好です。美しく仕上げもできるほか、溶接性にも優れ
ているため、美観が求められる製品に採用されることも多いです。また、500℃前後の高温環境下でも強度が落ちにくいため、高温高圧の箇所に使われることもあります。SCM435にHがついている場合「SCM435H」なかには、SCM435の記号の後ろにHが付いた「SCM435H」という材料もあります。この「H」は、焼入性（Hardenability）を保証した鋼材を意味しており、一般的に「H
鋼」と呼ばれています。ここで紹介している「H」は、圧延品のHとは違うもののため、混同しないように注意してください。引用元：モノタロウ ​上図は、「焼入性を保証した構造用鋼鋼材（H鋼）	JIS	G	4052：2016」にて記されている、SCM435の焼入性バンドおよび焼入性の指定方法を示した図です。この図の保証範囲内に収まった鋼を「H鋼」と呼んでいます。例えば、焼入端からの指定距
離が9mmの場合、HRC（ロックウェル硬さ）の値が最低値45～最高値55の間に入っていることをH鋼では保証しています。H鋼は、このバンド幅を保証し、成分値については重視していません。そのため、SCM435Hの成分値は、SCM435と比べて炭素C・マンガンMn・クロムCr・モリブデンMoの値の範囲が広いといった違いがあります。SCM435の成分値	材料記号	C	Si	Mn	P	S	Ni	Cr	Mo
SCM435	0.33～0.38	0.15～0.35	0.60～0.90	0.030以下	0.030以下	0.25以下	0.90～1.20	0.15～0.30	​SCM435Hの成分値	材料記号	C	Si	Mn	P	S	Ni	Cr	Mo	SCM435H	0.32～0.39	0.15～0.35	0.55～0.95	0.030以下	0.030以下	0.25以下	0.85～1.25	0.15～0.35	また、SCM435Hでは、JIS	G	4052：2016の規格に該当しますが、SCM435の規格は、JIS	G	4053：2016と別の規格で
ある点にも注意が必要です。SCM435を採用するメリットSCM435は、鋼材のなかでも比較的安価というわけではありませんが、特殊な合金と比べるとお手頃な値段かつ、汎用性が高く使える材料です。硬度と強度を有し、摩耗や傷に強い特性もあります。また、ステンレスほどではありませんが、クロムを多少含んでいるため、耐食性も有しています。そのほかにも、適度な「しなり」を生み、
振動を吸収しやすいことから、自転車のフレームとしてもよく使われています。SCM435の主な用途SCM435は、ボルトナット類・エンジン部品・航空機脚部品・自転車のフレームなどに採用されています。これらは、強度や耐摩耗性に加えて、500℃での高温環境下でも強度が落ちにくいといった、SCM435の特性を利用しています。自動車のフレーム自転車のフレームに関しては、最近の競技
用車では軽さを追及してアルミやチタン、カーボンなどといった素材のモノが増えていますが、SCM435（クロモリ鋼）はフレームとしては最も昔から使われている材料で、適度な「しなり」が今でも根強い人気の理由です。ペダルを踏んだときに、しなったフレームが元に戻ろうとする力が働き、軽快な走りを楽しめます。そのほかに、振動吸収性に優れているのもポイントです。段差や足場の悪
い場所でも、アルミ製の自転車に比べて振動が緩和され、体の負担が軽減されます。 ​​SCM435のQ&AまとめQ1.SCM435とはどんな鋼材ですか？クロムモリブデン鋼の一種で焼入れ性や加工性に優れ、硬度や強度があります。適度な「しなり」を生む特徴があり、自動車フレームの定番材料です。Q2.SCM435の硬度を教えてください。硬度（HBW）269～331（※参考値）Q3.SCM435の主な
用途を教えてください。ボルトナット類・エンジン部品・航空機脚部品・自転車のフレームなどです。強度・耐摩耗性・500℃での高温環境下でも強度が落ちにくい特性が利用されています。SCM435は、クロムモリブデン鋼の一種で、焼入れ性や加工性に優れた材料です。硬度や強度も備えているため、摩耗しやすい部材に適しています。また、適度な「しなり」を生むのも特徴で、自転車フレー
ムとしても定番の材料です。SCM435の末尾にHが付いているものもありますが、これは「H鋼」と呼ばれ、焼入れ特性を保証した鋼材を意味しています。「クロムモリブデン鋼を使用した金属部品の調達に困っている」「クロムモリブデン鋼の加工が自社でできなくて困っている」そのような方に向けてMitsuriでは、見積から発注までWEB上で行えるサービスを提供しております。お手持ちの図
面を登録すると、加工可能な工場から見積が届きます。クロムモリブデン鋼を使用した部品の調達でお困りの方は下のボタンから図面をご登録ください。	SCM435	クロムモリブデン鋼は、機械的特性と用途の幅広さで知られています。	高強度、耐摩耗性、耐熱性、耐腐食性に優れたこの鋼は、さまざまな産業で広く使用されています。	このページでは、SCM435	の詳細な特性、成分、利点、用
途、および	SCM420	との違いについて詳しく説明します。	SCM435	の機械的特性の詳細、化学組成、加工特性、強度特性など、この汎用性の高い鋼に関する重要な情報をご覧ください。	SCM435	の用途や	SCM420	との比較など、特定のニーズに最適な材料を選択するのに役立つ情報を提供します。	SCM435は、クロムとモリブデンを添加した中炭素合金鋼です。高い強度、靭性、耐摩耗性
を持ち、様々な産業機械部品や自動車部品に使用されています。	以下は、SCM435の機械的性質と成分値の概要です。	性質値引張強さ800-1000	MPa屈服強さ600-700	MPa伸び15%硬度280-320	HB成分C:0.40-0.45%,	Si:0.20-0.35%,	Mn:0.50-0.80%,	Cr:0.80-1.10%,	Mo:0.15-0.25%	SCM435は、以下の特性も備えています。	強度の特性:	高い引張強さと屈服強さを持ち、大きな荷重に
耐えることができます。	耐熱性の特性:	高温でも機械的性質を維持することができます。	腐食耐性の特性:	腐食に強い鋼種です。	溶接性の特性:	比較的容易に溶接することができます。	SCM435の機械的性質と成分値の詳細については、以下の項目をご覧ください。	SCM435の成分値詳細	強度の特性	耐熱性の特性	腐食耐性の特性	溶接性の特性	SCM435の機械的性質の概要	SCM435はクロムモ
リブデン鋼の一種で、0.43%の炭素、0.60～0.90%のクロム、0.20～0.35%のモリブデンを含有しています。また、マンガン、ケイ素、リン、硫黄も微量に含まれています。これらの元素の組み合わせにより、SCM435は高い強度、靭性、耐摩耗性を備えています。	＜SCM435の機械的性質の概要＞	SCM435は、優れた機械的性質を持ち、様々な用途で使用されています。以下に、SCM435の
機械的性質の概要を示します。	機械的性質値単位引張強度980MPa0.2%耐力835MPa伸び12%衝撃吸収エネルギー78J	＜SCM435の用途＞	SCM435は、その優れた機械的性質から、様々な用途に使用されています。以下は、その代表的な例です。	自動車部品	(シャフト、ギア、スプリングなど)	建設機械	(クレーン、ブルドーザーなど)	産業機械	(歯車、ベアリングなど)	工具	(ドリル、タガネな
ど)	＜SCM435Hの特徴と成分値＞	SCM435Hは、SCM435に比べて炭素含有量が多いため、さらに高い強度と靭性を備えています。その成分値は、以下の通りです。	元素含有量	(%)炭素0.48～0.55クロム0.70～1.00モリブデン0.25～0.35	＜SCM435とSCM420の特徴とは？＞	SCM420は、SCM435と同様にクロムモリブデン鋼に分類される鋼材です。しかし、SCM435よりも炭素含有量
が低いため、強度や耐摩耗性は劣ります。一方、SCM420は加工性に優れているため、複雑な形状の部品の製造に適しています。	＜SCM435とSCM420の組織構造の違い＞	SCM435とSCM420の組織構造は、炭素含有量の違いによって異なります。SCM435は、炭素含有量が高いため、マルテンサイト組織が主体となります。マルテンサイト組織は硬くて脆い性質を持ちますが、SCM435はク
ロムとモリブデンを含有しているため、靭性も保持しています。	一方、SCM420は、炭素含有量が低いため、フェライトとパーライトの混合組織となります。フェライトは軟らかく粘り強い性質を持ち、パーライトは硬くて強い性質を持ちます。SCM420の組織構造は、これらの性質のバランスがとれているため、加工性に優れています。	＜SCM435とSCM420の使用用途の違い＞	SCM435と
SCM420は、組織構造の違いによって、使用用途が異なります。SCM435は、高い強度と靭性を必要とする用途に使用されます。具体的には、自動車部品、建設機械、産業機械、工具などです。	一方、SCM420は、加工性に優れているため、複雑な形状の部品の製造に適しています。具体的には、ボルト、ナット、シャフト、歯車などです。	SCM435とSCM420は、どちらもクロムモリブデン
鋼に分類される鋼材ですが、炭素含有量の違いによって、機械的性質、組織構造、使用用途が異なります。SCM435は、高い強度と靭性を必要とする用途に適しており、SCM420は、加工性に優れているため、複雑な形状の部品の製造に適しています。	SCM435は、以下の強度特性を持つ合金鋼です。	特性SCM435降伏強度750MPa以上引張強度950MPa以上特性高強度、硬度用途シャフト、
ギア、クランクシャフト、自動車部品、航空機部品	詳細説明:	降伏強度:	SCM435は高い降伏強度を持ち、強度が求められる部品に適しています。	引張強度:	引張強度も高く、強力な負荷に耐えることができます。	特性:	クロムとモリブデンの添加により、強度が向上し、硬度も高くなっています。	SCM435は高温環境下での強度と硬さを維持できる耐熱性を持っています。	特性SCM435耐熱性高
利点高温強度、耐クリープ性、耐酸化性用途ボイラー、圧力容器、タービン部品、航空機部品	詳細説明:	耐熱性:	高温環境下でも強度を維持し、長期間使用可能です。	利点:	高温における強度の維持やクリープ、酸化に対する耐性が優れています。	SCM435は高いクロム含有量により、優れた腐食耐性を持っています。	特性SCM435腐食耐性高注意点塩水や酸などの腐食性環境では腐食が発生する
可能性あり対策腐食性環境での使用を避ける、表面の清掃、防錆処理	詳細説明:	腐食耐性:	大気中や水との接触には耐性がありますが、塩水や酸性環境では腐食が進む可能性があります。	対策:	適切な表面処理や防錆対策が推奨されます。	SCM435は優れた溶接性を持ち、さまざまな溶接方法に対応可能です。	特性SCM435溶接性優れている溶接方法TIG溶接、MIG溶接、アーク溶接注意点予熱と
後熱処理が重要使用例自動車部品、機械部品、構造物、化学プラント	詳細説明:	溶接性:	高い強度と靭性を持ち、高温や腐食環境下でも良好な性能を維持します。	溶接方法:	TIG溶接は高品質、MIG溶接は効率的、アーク溶接は低コストで対応可能です。	注意点:	予熱や後熱処理が必要であり、適切な溶接材料の使用が推奨されます。	SCM435はその優れた機械的特性と耐熱性により、多様な産業分
野で広く利用されています。適切な使用方法と加工条件を理解することで、最大限の性能を発揮します。	SCM435は、クロムモリブデン鋼に分類される合金鋼です。優れた機械的特性を持ち、特に強度、耐摩耗性、耐熱性に優れています。このため、さまざまな産業分野で広く使用されています。	SCM435の機械的性質は、化学組成と熱処理によって影響を受けます。化学組成は、鉄、炭素、クロ
ム、モリブデンなどの元素の含有量が、鋼の強度、硬度、靭性などの特性に影響を与えます。熱処理は、焼入れ、焼戻しなどの方法によって鋼の組織構造を変化させ、強度、硬度、靭性などの特性を調整することができます。	SCM435の一般的な機械的特性は以下のとおりです。	引張強度:	800～1200	MPa	降伏強度:	600～900	MPa	伸び:	12～20%	硬度:	HB	200～300	耐熱温度:	500～600℃
SCM435は、優れた機械的特性に加えて、加工性にも優れています。このため、切削、曲げ、溶接などの加工が容易にできます。	SCM435は、その優れた特性から、以下の用途で使用されています。	自動車部品:	ギア、シャフト、クランクシャフトなど	機械部品:	ベアリング、歯車、カムシャフトなど	工具:	ドリル、タガネ、レンチなど	建築物:	橋梁、建物構造物など	SCM435は、その優れた機
械的特性と加工性から、さまざまな産業分野で広く使用されています。今後も、その需要は拡大していくことが予想されます。	クロムモリブデン鋼SCM435は、高強度、耐摩耗性、耐腐食性、高温耐性、加工性に優れた合金鋼です。	主な特徴は以下の通りです。	高強度：	引張強さ1200MPa以上、屈服強さ900MPa以上と、一般的な炭素鋼よりも高い強度を持っています。	耐摩耗性：	硬度が高
く、摩耗に強い性質を持っています。	耐腐食性：	クロムが添加されているため、耐腐食性にも優れています。	高温耐性：	モリブデンが添加されているため、高温でも強度を維持できます。	加工性：	熱処理や切削加工がしやすい性質を持っています。	これらの特性から、SCM435は、自動車部品、機械部品、工具、建設機械など、様々な分野で使用されています。	詳細については、以下をご覧く
ださい。	高強度の利点	耐摩耗性の利点	耐腐食性の利点	高温耐性の利点	加工性の特性	SCM435	クロムモリブデン鋼は、高い強度と耐摩耗性、そして耐腐食性を兼ね備えた鋼材です。その特性から、様々な用途で用いられています。	特に高強度の利点は、機械部品や構造物の材料として軽量化や小型化を実現し、安全性の高い製品の製造にも貢献しています。さらに、高い強度と耐摩耗性の組み合
わせにより、工具や刃物などの摩耗が激しい用途においても長寿命化が期待されます。	SCM435	クロムモリブデン鋼は、その優れた特性から、今後も幅広い産業分野において重要な役割を果たしていくでしょう。	SCM435	クロムモリブデン鋼は、優れた耐摩耗性を備えていることで知られています。これは、その組成に含まれるクロムとモリブデンのおかげです。クロムは鋼の表面に酸化膜を形
成し、摩耗から保護します。一方、モリブデンは高温でも硬度を維持するのに役立ちます。	この優れた耐摩耗性により、SCM435はさまざまな用途に適しています。以下は、その一例です。	ベアリング:	SCM435は、ベアリングのボールやレースなどの摩耗しやすい部品に使用されます。	ギア:	SCM435は、ギアなどの高負荷がかかる部品にも使用されます。	シャフト:	SCM435は、シャフトな
どの回転部品にも使用されます。	金型:	SCM435は、金型などの摩耗しやすい部品にも使用されます。	SCM435の耐摩耗性は、他の多くの鋼種よりも優れた耐久性と耐用年数を提供します。これにより、メンテナンスコストの削減とダウンタイムの最小化につながります。	＜耐摩耗性の利点＞	SCM435の耐摩耗性は、長期間の使用においても高い性能を発揮するのに役立ちます。これは、さまざ
まな産業において重要です。たとえば、ベアリングやギアなどの部品が摩耗すると、機械の性能が低下し、故障が発生する可能性があります。SCM435を使用することで、これらの部品の寿命を延ばし、機械の信頼性を向上させることができます。	さらに、SCM435の耐摩耗性は、メンテナンスコストの削減にも役立ちます。部品が摩耗すると、交換が必要になることが多く、コストがかかりま
す。SCM435を使用することで、部品の交換頻度を減らし、メンテナンスコストを削減することができます。	また、SCM435はダウンタイムの最小化にも役立ちます。部品が故障すると、機械の停止が必要になり、生産性が低下します。SCM435を使用することで、部品の故障を防止し、ダウンタイムを最小限に抑えることができます。	このように、SCM435の耐摩耗性は、さまざまな利点を提
供します。これは、信頼性、耐久性、メンテナンス性の高い部品が必要な産業において重要な要素です。	クロムモリブデン鋼	SCM435	は、優れた耐腐食性を備えており、大気腐食、塩水腐食、化学薬品腐食など、様々な腐食環境で高い性能を発揮します。	このため、海水にさらされる構造物、化学プラントの機器、食品加工機器など、腐食が問題となる用途に適しています。	SCM435	の耐腐食
性は、クロムとモリブデンが鋼に添加されていることで実現されており、不動態皮膜を形成して腐食から保護し、塩化物イオンに対する耐性も向上しています。	SCM435	は、海水にさらされても腐食速度が非常に遅く、塩酸や硫酸などの腐食性の高い化学薬品にも耐性があります。	また、食品加工機器に使用される場合、腐食によって食品が汚染されることはありません。	これらの理由から、
SCM435	の耐腐食性は、多くの用途で重要な利点となっています。	SCM435は、高温環境下でも高い強度、耐酸化性、耐クリープ性、高温疲労性を備えています。これらの特性により、SCM435は高温機器の製造に適しており、様々な分野で活躍しています。	SCM435の高温耐性は以下の利点をもたらします。	高温環境下でも安全で信頼性の高い機器の製造	高温環境下での長寿命化	高温環境下
でのメンテナンスコストの削減	SCM435は、高温環境下で優れた性能を発揮する合金鋼です。高温機器の製造に適しており、様々な分野で活躍しています。	SCM435は、クロムモリブデン鋼の一種であり、高い強度と耐摩耗性を備えています。しかし、その硬度と強度の高さから、加工性がやや難しくなっています。切削加工を行う場合は、高性能な工具や適切な切削条件が必要となります。	加
工性を向上させるために、以下の項目を考慮する必要があります。	工具の選択:	高硬度に対応した超硬合金工具を使用することが推奨されます。	切削条件:	切削速度を低く、送り速度を遅く設定することで、工具への負荷を軽減することができます。	冷却:	切削油やエマルジョンなどの冷却剤を使用することで、切削熱を抑制し、工具の摩耗を防ぐことができます。	熱処理:	焼入れや焼戻しなどの熱
処理を行うことで、加工性を向上させることができます。	また、冷間鍛造や押出加工などの塑性加工にも対応していますが、加工硬化を起こしやすいので、加工条件の調整が必要となります。	SCM435の加工性は、その高い強度と耐摩耗性とトレードオフの関係にあると言えます。適切な加工方法を選択することで、SCM435の優れた特性を活かした製品を製造することができます。	SCM435H
は、クロムモリブデン鋼の一種で、高い強度と靭性を備えた合金鋼です。	主な用途は、自動車部品、機械部品、工具などです。	SCM435Hの成分値は、以下の表に示されています。	成分質量パーセント(%)炭素(C)0.38-0.43ケイ素(Si)0.15-0.35マンガン(Mn)0.50-0.80クロム(Cr)0.90-1.20モリブデン(Mo)0.15-0.25リン(P)最大0.035硫黄(S)最大0.035	この成分値は、JIS	G	4053に準拠してい
ます。	SCM435Hは、炭素含有量の高いクロムモリブデン鋼です。	炭素含有量が高いことで、高硬度と高強度を実現しています。	また、クロムとモリブデンが添加されていることで、耐摩耗性と耐疲労性に優れています。	SCM435Hの化学組成は、以下の表に示されています。	SCM435Hは、鉄を主体としてクロム、モリブデン、炭素、マンガン、リン、硫黄、ケイ素などの元素を添加した合金
鋼です。	SCM435Hの成分値は以下の表のとおりです。	成分含有量(%)C0.35-0.42Si0.15-0.35Mn0.5-0.8P0.025	maxS0.025	maxCr0.9-1.2Mo0.25-0.35	これらの元素は、それぞれSCM435Hに以下の特性を与えます。	クロム：耐摩耗性、耐食性、強度を向上させます。	モリブデン：高温強度を向上させます。	炭素：強度と硬度を向上させます。	マンガン：強度と靱性を向上させます。	リ
ンと硫黄：加工性を向上させます。	ケイ素：強度と靱性を向上させます。	SCM435Hは、これらの特性により、自動車部品、機械部品、工具など、さまざまな用途に使用されています。	了解しました。ご指定の条件に従い、本文のみを出力します。	＜SCM435の化学組成＞	SCM435は、クロムとモリブデンを含有する合金鋼です。これらの元素の添加により、強度、靭性、耐摩耗性、耐熱性な
どの機械的特性が向上しています。SCM435は、自動車部品、機械部品、工具など、幅広い用途に使用されています。	SCM435の化学組成は、JIS	G	4305で規定されています。	成分質量パーセント(%)炭素(C)0.38	–	0.43マンガン(Mn)0.60	–	0.90ケイ素(Si)0.15	–	0.35クロム(Cr)0.80	–	1.10モリブデン(Mo)0.20	–	0.30リン(P)0.035	max硫黄(S)0.035	max	成分役割炭素(C)強度と硬度を向
上させるマンガン(Mn)強度と靭性を向上させるケイ素(Si)強度と耐熱性を向上させるクロム(Cr)耐摩耗性と耐食性を向上させるモリブデン(Mo)強度と耐熱性を向上させるリン(P)脆性を低減させる硫黄(S)切削性を向上させる	SCM435の化学組成は、用途によって若干異なる場合があります。例えば、より高い強度が要求される場合は、炭素含有量を増加させることがあります。	SCM435Hは、ク
ロムモリブデン鋼の一種で、炭素0.35%、マンガン0.70%、ケイ素0.25%、クロム1.00%、モリブデン0.20%を含んでいます。この合金は、強度、靭性、耐摩耗性に優れており、自動車部品、機械部品、工具などの用途に広く使用されています。	SCM435Hの化学組成は、JIS	G	4054規格で規定されています。	SCM435Hは、他のクロムモリブデン鋼と比較して、炭素とクロムの含有量が高く
なっています。これにより、強度と耐摩耗性が向上しています。また、モリブデンは、高温強度と耐熱性を向上させるために添加されています。	SCM435Hは、強度、靭性、耐摩耗性に優れているため、自動車部品、機械部品、工具などの用途に広く使用されています。具体的には、以下のような用途に使用されています。	自動車部品:	ギア、シャフト、ベアリング	機械部品:	歯車、カム、ピスト
ンロッド	工具:	ドリル、タップ、フライス	その他:	ボルト、ナット、チェーン	SCM435Hは、他の一般的な鋼種と比較して、以下の利点があります。	高強度:	SCM435Hは、他の一般的な鋼種と比較して、炭素とクロムの含有量が高くなっています。これにより、強度と耐摩耗性が向上しています。	高靭性:	SCM435Hは、他の一般的な鋼種と比較して、靭性に優れています。これにより、衝撃や
疲労に強い鋼材となっています。	耐摩耗性:	SCM435Hは、他の一般的な鋼種と比較して、耐摩耗性に優れています。これにより、摩耗の激しい用途に適しています。	高温強度:	SCM435Hは、モリブデンを添加しているため、高温強度と耐熱性に優れています。これにより、高温環境下で使用される部品に適しています。	SCM435Hは、その優れた特性により、様々な産業分野で重要な役割を果
たしています。	SCM435とSCM420は、どちらもクロムモリブデン鋼に分類される合金鋼です。クロムモリブデン鋼は、クロムとモリブデンを添加することで強度、耐摩耗性、耐食性、高温耐性を向上させた鋼です。	SCM435は、クロム含有量1%、モリブデン含有量0.25%の合金鋼です。SCM420よりも強度が高く、耐摩耗性にも優れています。また、耐食性、高温耐性も良好です。自動車部
品、機械部品、工具など、強度と耐摩耗性が要求される用途に広く使用されています。	SCM420は、クロム含有量0.5%、モリブデン含有量0.2%の合金鋼です。SCM435よりも強度が劣りますが、加工性と靭性に優れています。また、耐食性にも優れています。刃物、バネ、ベアリングなど、加工性と靭性が要求される用途に広く使用されています。	＜SCM435とSCM420の比較表＞	項目



SCM435SCM420クロム含有量1%0.5%モリブデン含有量0.25%0.2%強度高中耐摩耗性高中耐食性良良高温耐性良良加工性中良靭性中良用途自動車部品、機械部品、工具刃物、バネ、ベアリング	SCM435とSCM420は、どちらもクロムモリブデン鋼に分類される合金鋼です。SCM435は強度と耐摩耗性に優れ、SCM420は加工性と靭性に優れています。用途によって適切な鋼を選択することが
重要です。	SCM420は、クロムモリブデン鋼の一種で、硬度、強度、耐摩耗性に優れた特性を持っています。SCM435と同様に、自動車部品、機械部品、工具など幅広い用途で使用されています。	SCM420とSCM435の違いは、主にクロムとモリブデンの含有量にあります。SCM420はクロムを0.42%、モリブデンを0.20%含むのに対し、SCM435はクロムを0.43%、モリブデンを0.30%含
みます。このわずかな違いが、両者の機械的特性に影響を与えています。	SCM420は、SCM435よりも硬度がわずかに高く、耐摩耗性に優れています。そのため、ベアリングや歯車など、高い負荷がかかる部品に使用されることが多くあります。一方、SCM435はSCM420よりも強度が高く、熱処理によって硬度を調整しやすいという特徴があります。そのため、シャフトやボルトなど、強度が
重要な部品に使用されることが多くあります。	以下に、SCM420とSCM435の機械的特性を比較した表を示します。	特性SCM420SCM435硬度HRC60-62HRC58-60引張強度850-950	MPa800-900	MPa降伏強度650-750	MPa600-700	MPa伸び15%18%	SCM420とSCM435はどちらも、優れた特性を持ったクロムモリブデン鋼です。用途に合わせて、どちらを選択するかを検討する必要
があります。	SCM435とSCM420は、どちらもクロムモリブデン鋼と呼ばれる合金鋼の一種です。クロムとモリブデンを添加することで、強度の向上、耐摩耗性、耐熱性、耐腐食性などの優れた機械的特性が得られます。	これらの鋼材は、組成、組織、特性がわずかに異なり、さまざまな用途に適しています。	組織構造の違い	組織構造とは、材料を構成する結晶粒子の大きさや形状、配列などの
ことです。組織構造は、鋼材の機械的特性に大きな影響を与えます。	SCM435は、焼入れ後に焼戻し処理を施した状態で使用されることが多く、その組織は主にマルテンサイトとフェライトで構成されています。マルテンサイトは強度と硬度に優れた組織ですが、脆性も高くなります。フェライトはマルテンサイトよりも強度が低くなりますが、延性があります。	SCM420は、SCM435よりも炭
素含有量が低く、組織は主にパーライトとフェライトで構成されています。パーライトはマルテンサイトとフェライトが混合した組織で、強度と延性を兼ね備えています。	組織構造の違いによる特性の違い	組織構造の違いにより、SCM435とSCM420は以下のような特性の違いがあります。	特性SCM435SCM420強度高い中程度耐摩耗性高い中程度耐熱性高い中程度耐腐食性中程度高い延性中程
度高い	用途の違い	組織構造の違いにより、SCM435とSCM420は以下のような用途の違いがあります。	用途SCM435SCM420高強度が必要な部品ギア、シャフト、ベアリングボルト、ナット、工具耐摩耗性が必要な部品切削工具、金型ベアリング、歯車耐熱性が必要な部品タービンブレード、排気バルブボイラー部品、熱交換器耐腐食性が必要な部品化学プラント機器、海洋構造物食品加工機
器、医療機器	結論	SCM435とSCM420は、どちらも優れた機械的特性を備えたクロムモリブデン鋼です。組織構造の違いにより、それぞれの特性が異なり、さまざまな用途に適しています。	対照表	特性SCM435SCM420炭素含有量0.33	–	0.43%0.18	–	0.23%組織マルテンサイト	+	フェライトパーライト	+	フェライト強度高い中程度耐摩耗性高い中程度耐熱性高い中程度耐腐食性中程度高い
延性中程度高い用途高強度が必要な部品耐摩耗性が必要な部品	SCM435とSCM420はどちらもクロムモリブデン鋼ですが、炭素含有量や機械的特性が異なるため、使用用途も異なります。	SCM435は、SCM420よりも炭素含有量が高く、硬度や強度に優れています。そのため、高強度が要求される機械部品、耐摩耗性が求められる部品、高温環境下で使用する部品などに使用されます。具体的に
は、自動車のシャフトやギア、ベアリング、工具、ダイカスト金型などが挙げられます。	一方、SCM420は、SCM435よりも炭素含有量が低く、加工性や靭性に優れています。そのため、加工性が求められる部品、靭性が重要視される部品、比較的低強度で十分な部品などに使用されます。具体的には、ボルトやナット、スプリング、シャフト、歯車などが挙げられます。	以下は、SCM435と
SCM420の主な違いをまとめた表です。	特性SCM435SCM420炭素含有量0.40～0.50%0.30～0.40%硬度HRC	35～45HRC	25～35強度高中加工性中良靭性中良	SCM435とSCM420はどちらも用途に応じて使い分ける必要があります。高強度が求められる場合はSCM435、加工性や靭性が求められる場合はSCM420を選択するのが一般的です。	SCM435は、強度と耐摩耗性、耐腐食性を備
えたクロムモリブデン鋼です。その用途は、自動車部品から機械部品、航空機部品まで多岐にわたります。SCM435Hは、高温耐性を持つバリエーションです。SCM435とSCM420の主な違いは、炭素含有量です。SCM435は炭素含有量が高いため、SCM420よりも強度が高くなっています。SCM435は一般的に構造用鋼として使用され、SCM420はベアリングやシャフトなどの用途に使用さ
れます。	機械構造用合金鋼の一つで、通称、「クロモリ」もしくはクロモリ鋼と呼ばれる材料です。クロム鋼にモリブデンを入れて改良されたもので、SCr材よりもさらに焼入れ性に優れています。焼戻しに対する抵抗、機械的性質が優れているほか、靭性もあるため、自動車部品、ボルト、ナット類にも使われます。５００℃前後の高温下でも強度が低下しにくいといわれる材料で、高温高圧が前
提となる箇所に使われることもあります。	SCM435は炭素量0.33～0.38％程度のクロムモリブデン鋼で、降伏点は概ね785以上、引っ張り強さ930以上の鋼です。クロモリ鋼の中では比較的高めの機械的性質を持ちます。炭素量の含有量はわずかの違いでも機械的特性に影響を及ぼします。	SCM440とは	SCM440はクロモリ鋼のうち、比較的硬めの鋼種です。降伏点は835以上、硬度285から
352程度の数値を示し、キルド鋼から圧延・鍛造されて作られます。鋼材の加工難易度は、研削や研磨の場合、粘りの有無が影響してきます。硬いだけであれば、比較的簡単に加工は可能です。	切削性	SCM435、SCM440共に、フライス加工、旋盤加工において切削性は優れます。	焼入れ	焼入れ性は良好である。焼き入れの種類は、高周波焼入れ、無酸化焼入れなどがある。	加工性	加工性は良
い。また仕上げ面がきれいである。	コストカット	ある程度の硬度が欲しいが、調質では硬さが足りない場合、SCM系で、PX5やHPM7などのプリハードン鋼（ＨＲＣ３０）を使用することで熱処理が省ける。	調質・調質材	SCM435、SCM440共に調質材があります。硬度はHRC２３～２５程度です。	被削性	SCM435、SCM440ともに被削性は良好です。仕上げ面もきれいに仕上がります。
溶接性	アルミやチタンと比較した場合、溶接性は優れます。	研削加工・研磨加工	SCM435、SCM440共に、粘りのある材質だが、ＣＢＮホイール研削砥石、もしくはＷＡ系の研削砥石を使用するのが一般的である。	ミガキ材・精度	SCM435のミガキ丸棒の精度は外径公差ｈ９です。	掲載している以外のノウハウもございます。SCM材の加工については、弊社にお問合せください。	ワンオフ
パーツの金属加工、部品加工お任せください。ワンオフ部品や、試作品づくりでお困りのかたは是非お問合せ下さい。
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